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１
月
某
日

夜
中
に
区
長
か
ら
電
話
が
あ
り

「
隣
町
内
に
い
る
Ｂ
さ
ん
の
様
子
が

お
か
し
い
、
明
日
に
で
も
訪
問
し
て

み
て
は
」
と
情
報
を

い
た
だ
き
、
す

ぐ
に
訪
問
す
る
と
、
こ
た
つ
の
中
に

衰
弱
状
態
で
横
た
わ

っ
て
い
る
Ｂ
さ

ん
を
発
見
し
た
。
食
事
を
し
た
形
跡

が
な
く
、
い
つ
食
べ
た
の
か
を
尋
ね

る
と
「
正
月
に
娘
夫
婦
が
持

っ
て
き

た
お
せ
ち
を
食
べ
た
が
、
そ
れ
以
降

は
何
も
」
と
言
う
．
当
Ｈ
は
祝
日
で

し
か
も
夜
中
．
市
役
所
保
護
課
長
と

連
絡
が
取
れ
「
救
急
中
で
病
院
に
」

と

の
指
示
を
受
け
、
搬
送
し
て
も

ら

っ
た
。
「あ
と
数
時
間
遅
れ
て
い

た
ら
、
亡
く
な

っ
て
い
た
か
も
」
と

の
連
絡
が
あ
り
、
「

人
事

に
至
ら
ず

“

ほ
っ
と
し
た
。
　
　
¨

高齢者宅を訪問する民生委員 児童委員 (民生委員 児童委員の詳細は2ヘ  シヘ )
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民生委員

児童委員

民生委員 児童委員は、皆さんの暮らしを

応援するため、厚生労働大臣から委嘱され活

動している一番身近な相談員です。

相談内容やプライバシーは守られます。困

りことや悩みことがあれば安心してこ相談く

ださい。

●

核
家
族
化
の
進
行
に
よ
り

一
人
暮
ら
し

高
齢
者
世
帯
や
母
子

・
父
子
性
帯
の
増
加

は
、
全
目
的
な
問
題
で
す

そ
ん
な
時
代
背
景
が
原
因
と
な
り
、
孤

独
死
や
虐
行
の
発
生
が
＝
々
報
じ
ら
れ
る

こ
の
ご
ろ
で
す
が
、
悲
惨
な
事
件
を
少
し

で
も
防
ご
う
と
、
日
立
た
な
い
な
が
ら
も

奮
闘
し
て
い
る
の
が
、
民
生
委
員

・
児
市

委
ｉｔ

以^
ド
、
民
生
委
員
）
で
す

最
近
は
役
割
の
大
変
さ
か
ら
、
民
生
委

員
を
引
き
受
け
る
人
が
少
な
く
因

っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
が
、
十

い
直
方
市
で
は

昨
年
末
の
改
選
で
多
く
の
新
任
民
生
委
員

が
就
任
し
て
く
れ
ま
し
た

し
か
も
や
る

気
満
々
の
人
ば
か
り
で
、
本
当
に
あ
―り
が

た
い
こ
と
で
す
．

生
活
環
境

・
健
康
の
不
安
　
子
育
て
の

悩
み
な
ど

一
人
で
悩
ま
ず
気
軽
に
ご
相
談

し
て
く
だ
さ
い

市
役
所

福
祉
事
務
所

・

医
療
機
関
　
瞥
察

・
社
協
な
ど
と
辿
持
し

て
親
切
に
対
応
し
て
く
れ
ま
す
よ一

Ｔ

　

Ｓ

一

薔
間
イ
ン
タ
ビ

ュ
‥

●

ご
近
所

で
　
人
洋

ら
し
を

さ
れ

て

い

フリ
、
歌
ヒ
映
画
が
人
好
き
な
ト
シ
エ
さ
ん

一
９２
歳

）
と
韓
国
ド
ラ
マ
と
小
物
作
―り
の
人

好
き
な

ツ
ト

エ
さ
ん

（
８６
歳

二

）姉
妹

に
、

お
話
を
伺

い
ま
し
た

Ｑ
、
お

１
人

に
と

っ

て

民

生

委

ｉｔ

と

は

ど

の

よ

う

アヽ 7″ ｀

)J″´

iti'
夕ふもあ

な

存

在

で

す

ス
″

っ

い
う

だ
け

で
と

て

も
心
強

い
存
在
で
す
¨

訪
問
時
は
、
素
敵
な
花
と
お

い
し

い
食

■

で
、
お
も

て
な
し

い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

●●

中2 (ヽ)(■ 1ヽ｀
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ボランティア募集 7
直方市ボランティアセンターでは、下記の団体で障害当事者とともに活動していただ

けるボランティアを募集しています。少しのお時間でも構いません。新しい出会いにぜひ

チャレンジしてください。

個
国
大
会
を
固
田
す
る
含
』

『ピ
０
ブ
ル
フ
ア
０
ス
ト

ピ

ー
プ

ル
フ
ァ
ー
ス
ト
と
は
、

障
害
当
事
者
が

「
わ
た
し
た
ち
は

〈
障
害
者

》
で
あ

る
前

に
人
間

で

す

」
と

い
う
考

え
方

の
も
と
、
Ｈ

常

生
活

や
社
会
参

加

の
あ
り
方

を
交
流

や
学
習
を
通
し
、
自
己
選

択
　
自
己
決
定
を
基
盤

に
据
え
た

生
き
方
を
創
造
す
る
た
め
の
活
動

で
すピ

ー
ブ

ル

フ
ァ
ー

ス
ト
大
会

は
、
知
的
障
害

の
あ
る
当
事
者

の

交
流
す
る
機
会
と
し
て
、

１６
国

の

全
国
人
会
を
重
ね
て
き
ま
し
た
．

‐７
回
日
の
全
国
大
会
は
、
北
九

州
市
共
催

の
も
と

「
ウ

ェ
ル
戸
畑
」

を
会
場
と
し
、
平
成
２３
年
９
月
１７

日

（■
Ｔ

応
日

（Ｈ
）
に
開
催
さ
れ

ま
す

現
イーー
は
開
催

に
向

け

て
、

準

備

を
進

め

て

い
る
と

こ
ろ

で

す
．
地
元
価
同
で
は
当
事
者
組
織

の
、
直
方
市
知
的
障
害
者
占
年
学

級

（以
ド
、
占
年
学
級

）
が
人
会

の

中
心
的
役
割
を
担

い
ま
す

青

年
学
級
代
表
船
本
静

剛
さ

ん
は
「ピ
ー
ブ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
は
、

地
域

に
よ

っ
て
認
知
度

の
違

い
は

あ
る
が
、
多
く

の
仲
間
や
支
援
者

と
集

っ
て
い
き
た

い
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た

趣
旨

に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る

人
は
、
会
員
と
し
て
大
会
し
て
い

た
だ
き
、
当
事
者
会
議
、
資
金
協

力
な
ど
の
支
援
を
お
願

い
い
た
し

ま
す

【お
問
い
合
わ
せ
】

責
任
者
　
細
坂
公
文

８
０
９
３
（６
８
１
）
３
２
６
２

回
戦
視
覚
口
害
者
と

ば
ラ
ン
テ
ぐ
ア
の
含

ア
イ
ネ

ッ
ト
と

は
文
字
ど

お

―り
、
直
鞍
地
区
を
中
心
と
し
た
視

覚
障
害
者
と
視
党
障
害
者
を
支
援

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま

っ
て

い
る
団
体

で
、
平
成

１４
年

に
設
立

し
ま
し
た
。

活

動

は
、
定

期

総

会
　
交

流

会
　
＝
帰

リ

バ

ス
旅

行
　
研
修

会
　
そ
ば
打
ち
　
バ
ン
作
―り
体
験

や
チ

ュ
ー
リ

ッ
プ

の
球
根
植
え
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す

公
颯
は
、
地
域

の
盲
人
協
会

や

点
訳
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
団
体
会
員

と
個
人
会
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
．ア

イ
ネ

ッ
ト
副
会
長
高
松
久
さ

ん

（視
党
障
害
当
事
者
）
は

「
日
帰

―リ
バ
ス
ハ
イ
ク
な
ど
、
視
党
障
害

者

が
楽

し

み

に
し

て

い
る
事
業

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
不
足

に
よ
る

人
数
‐ｌｉｌｌ
限
が
生
じ
て
し
ま

っ
て
い

ツこ

と
現
在

の
課
題
を
話
さ
れ
て

い
ま
し
た

会
員
に
な
る
た
め
に
特
別
な
知

識

や
技
術

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

ま
ず
は
、
見
学
だ
け
で
も
結
構
で

す

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
．

【年
会
費
】

団
体
会
員

一
３
０
０
０
円

個
人
会
員

¨
５
０
０
円

【お
問
い
合
わ
せ
】

ア
イ
ネ
ッ
ト
事
務
局
長

楠
原
宏
和

８
０
９
４
９
（３
２
）
４
１
８
５

昨年の京都大会て挨拶する青年学級代表

防犯について学習するアイネット会員

『
フ
イ
ネ
ツ
ト
』
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地

域

の

市
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
に
根
ざ
し
た
独
自
の
福
祉
活
動
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
皆
さ
ん
の
活
動
を
こ
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
地
域
の
輪
で
す
。

蓼

驚

箭

π

ひ

～
要
望
書
提
出
の
そ
の
後
～

直
方
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

会
長
　
田
中
　

，蒔
子

磋
巫

古
ギ

■
成
空
年
肥
――
の
ホ

に
お

ヽ

、

直
ヵ
市

‐１
、
¨
‘
切
Ｌ
に
日
」
¨
つ
い
一
ヽ

１，
ま
し
た
め
て
、
■
●

部
を
こ
紹
介
‐
よ́
十

（要
望
）

エ
レ

ベ
ー
タ
ー
は
、
卓
イ
ス
が
ｌ

′育
ノ、
っ
て
も
′、■
綸
の
あ
る
ス

ペ
ー
ス

を
確
保
し
て
く
た
き
ｔｔ

（回
答
）

Ｈ
山
――――
路

Ｌ
は

東
側
西
―――――
●
１

■
十

つ
エ
レ

（
―
タ
ー
を
成
置
，
て́

い
ま
す

十
‘
４

幅̈
１
６
０
ｍ
、
奥

何́
１
３
０
ｍ
て
ヽ

　

い
ソ
、
彙

「

件

■
―
ム
●
は
、
ｌ
摯
十

つ
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
ま
す

サ
イ
ズ

は

幅
１
１
０
ｍ
、
奥

行
１
ｌ

ｏ
ｍ
で

す
　
一
Ｈ
人
■
―，
一

（要
望
）

ホ
ー
ム
に
，■

聴
党
障
害
ィ
が
電

中

の
ｒ
れ
が
伝
わ
る
よ
う
電
た
掲
示

仮
を
設
置
―
て́
く
だ
さ
い

（回
答
）

直
方
駅
に
は
列
中

の
遅
れ
を
＝
動

的
に
受
信
す
る
設
備
か
無
く
、
設
置

す
る
に
は
多
仙
の
費
用
が
発
生
し
ま

ユー

駅

の
各
ホ
ー
ム
に
は
来
換

こ
報

橋

の
階
段
を
降
―，
た
場
所
に
、
電
ｔ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
式
の
発
卓
時
刻
標
を
設
離
し

到
中
の
遅
れ
を
案
内
出
来
る
よ
う
に

な

っ
て
お
り
ま
す

↑
て
の
要
Ψ
裏
＝
Ｌ
＝
卜
は
、
直

方

‐―，
社
協
ホ
ー
ム
ヘ
ー
ナ
に
掲
枚
‐
´

て
い
１
■

　

Ｌ
ご
覧
く
た
Ｉ
ｔ，

1古
要 な

||  げ)  J   ',
`″  「l R IL
守
`  7ト

  リし ,L
 ́ 力  ` イ|  |11

/1:  `ク ,  i  ft

当事者と上レベーターを調査する会員

ピ
ー
プ
ル

・
フ
ア
ー
ス
ト

支
援
者
の
た
め
の
手
引
き

著

者

ビ
ル
　
ウ
オ
ー
レ
ル

訳
編
者
　
―‐‐∫
東
田
　
博

発
行
所
　
株
式
会
社
現
代
占
館

Ｌ
Ｉ

ツ
■
　
フ
ァ
ー
ス
ト
Ｌ

ｔ
う

早
ｌ

ィ
・皆
‘
ん
は

，
」存
知
た

，

た

ｔ́
，
１
●
つ
か
し

恥
す
か
　
な
か
ら
、
私
は

，―――
―，
Ｉ

一
．́
れ
イ
，ヽ　
´^
」

■
の

日Ｉ
ｔ
要
約
■
る
比

師
■

ｒ
、
特

に
知

的
け
宮

の
あ

る
人
も
、

伸
官
ィ

て
あ

る

‐――‐
に
、
　

つ
の
人
格

‘́
持

つ
′↑
――――
で
あ
る
　
し
一い

つ
■
庁
い

．　、
一―こ

¨
本

で
は
、
知
的
障
害
を
持

つ

′
、
●
こ
と
を

当
■
作

Ｌ

当
■
４

の

千
助
＝
″
子

る
個
人
又
は
グ
ル
ー

フ

一三

支
援
ィ

ｔ
一呼
び
ま
す

＝
分

Ｈ
身

に
関
わ

る

こ
と

は

＝

け
た
ち
て
暉
決
し
よ
う
と
卜
張
し
始

め
て
い
る
当
■
者

に
、
ぇ
授
４
と
呼

〓
れ
る
′
、
々
は
如
―‐‐～
に
し
て
そ
の
（

リ
ー
を
■
ｉ
出
■

の
か
∫
´ヽ
の
た
め

っ
＝
載
ｔ
ｉ
“
■
う

●
組
ム
●
て
る

Ｌ
良

い
い
か
な
●

に

つ
い
て
占
か
れ

ｆ
れ
ｉ
れ
て
み
て
は

ヽ

　

Ｋ

4 ヽOGATヽ
′ この社協たよりは 赤い羽根共同募金の配分金て作成しております



:  ′

"″

=電ツ Tツ いう「 ●               ・

・   ′l`‐ んヽ ,日 l・ ・ ――|力 1 ,,・  ,′ Ⅲ向,レ ● ■r´  | ,     職場や個人で出来る身近1‐   ::  14成 23年 1 1j Jて までにこ協ノ」ぃただぃた ,tl li,1ム リリ「 を、卜せ    鴨物
「

旧八｀
ツ今γマサ|= :

! の IJIイ 4(に 1111し ました                       なボランテイア活動です:■ ● :

|  だ0ラ ンテ ィア 」|(卜 、|.It、 ‖tサ らで切
「

Jく ,1(1■ |あ ノJ、 たヽたいた     ぜひ
:T'ク F`。1主: :|, |

!十 は、あ :,か とうこ itヽ 1_た 利t白 ll i〔 お

`し

を 口́ |■ )上 |     ■
鳥 ″ =:■  ::  ,t年度もりきキtき こ協ソリt´13中 ,い いたしよ1

送り先 目的・活用方法 送 つたもの

日本キリス ト教

海外医療協力会 (」 OCS)
http://wwwjocs orJp

より貧 しく、弱い立場におかれた海外

の人々に医師・保健師・看護師などの

派遣や、現地で保健医療を学ぶ人に奨

学金の支給など。

使用済み切手

…約 3 0kg

(約 30.000円 分相当)

切
手
を
切
り
取
る
時
の

お
願
い

切
手

の
周
り
は
５
ミ
リ

ヽ

１
セ
ン
チ
程
度
離
し
て
切
り

て
く
だ
さ

い

（２
３
）
２
５
５
１

集
ま

っ
た
切
ｉ

は
、
本
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
持
ち
く
だ
さ

い

ま
と
め
て
送
付

い
た
し
ま

ケ【場
所
】

直
方
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

一直
方
市
山
部

６

１

６

１
１

１

５

）

【お
問
い
合
わ
せ
】

直
方
市
社
会
福
祉
協
議
会

直
方
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ

ー

８

０

９

４

９

ご
寄
付
あ
り
が
こ
つ

↓゙
ヽ
二
ま
す
。

平
成
２２
年
１１
月
１１
日
～
平
成
２３
年
２
月
１０
日

“
件
　
′、‐‐
計
↑
細
―
ビ
ヽ

ヽ
３
ｏ
Ｐ

お
名
前
は
小

，Ｉ
ＩＩ
さ
れ
た
方
の
ム
掲
枚
、
故
称
略

●
中

●
植

●
植

●
戸
畑
区
　
片
＝
　
‐―――
た^

●
下
新
入

　

故

市同
Ｌ
　
ｔペ
ーーーー

●
永
満
寺
　
―
次
　
ス
ミ
ー

●
頓
　
野
　
本
川
　
一，

●
感
　
田
　
し
Ⅲ

●
知
　
古
　
一Ｌ
本
　
■

，
、

●
上
新
入
　
Ⅲ
代
　
尚

Ｉ

●
新
　
町

彙
野
　
崚
Ｈｌ

●
宇
部
市
　
加
Ｌ

●
頓
　
野

瀧
　
ク
ミ
ー

●
感
　
田
　
中
↑
Ⅲ
　
』Ｌ

●
頓
　
野
　
・故

・小
林
　
』尋
■

●
頓

●
頓

●
中

●
植

●
下
新
入
　
渡
辺
　
ヨ
シ
ー

●
上
頓
野
　
＝
ｉ
野
ド
　
新

木 泉 野 野
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１

●
感
　
田

●
植

木

趾
水
　
弘
ｉ

占
‐ｌｌｌ
　
■人
Ｌ

一故

一
員
山
　

■̈
ク
、
た

一故

一
友
原
　
子
ズ
ー

一故

一
高
本
　
政
次
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喜
ぶ
笑
顔
に
作
ろ
喜
び
が

『t曹啓IR」 兆

ど
も
た
ち
Ｌ

の
上
び
の
合
間
に

針
ず

つ
縫

「
て
製
作
し
て
い
ま
す

自
ｔ
で
製
作
‐
て́
く
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ー
ア
も

い
て
人
助

か
り

で
す

製
作

に
時
間
が
必
要
で
す
が
、
●́

レ
一７０
´
一ルつ
の
■
Ｌ
か
一た
」山
ｒ
ｔ
＝
心
い

”ヽ

か

べ
な
か
ら
楽
―
く́
作

っ
て
い
よ

■
ｔ
＝
は
３
●
ｌｊ
掛
け
て
布
‘
本

‐
い
な

い
い
な

い
は
あ

が
出
来
Ｌ

か

り
上

‐
た́

以

―――∫
製
作

し
た
、

ス
ｒ
力
の
イｌｉ
お
も
ち

キ
　
■
フ
ロ

ン
シ
ア
タ
ー
も
好
計
て
す

１
ど
も
た
ち
の
利
―ＩＩ
か
増
え
た

た
め
、
作
品
■
・増

や
し
た

い
の
で

す
か
、
製
作
ィ
が
不
足
気
味
で
思

う
よ
う

に
出
来
卜
か
―，
１
●
た

人
籠
好
き
な
ア、
、
興
味

の
あ
る
人

」
∵

“
に
活
動
し
ま
■
ん
か

一
〓
げ
　
Ｌ
■

一た
膚
咄
く
た

，．ヽ
い

お
件
ち
‐
て́
い
ま
■

一
Ｋ

　

Ｉ

一

【お
問
い
合
わ
せ
一

直
方
市
社
会
福
―――‥
協
議
会

一お
も

，，
ゃ
図
占
館
の
お
か
た
Ｉ
務
局
一

８
０
９
１
９
３
一３
５
一５
５
１

平
成

空
年

ピ
ｌｊ
り
＝

一＝

ヽ
直

方
市
総
合
“
―――‥
セ
ン
タ
ー
に
´ヽ

も
ち

つ
き
会

が
行
わ
れ
ま
―
た́

障
害
も
年
齢
も
関
係
な
く
、
沢
山

の
人
が
集
ま
―，
、
古
を
４
や
十
ソ、
、

も
ち
■
を
ネ
十
人
、
つ
く
人
、
＝此

一
ん
人
で
順
わ
い
ま
‐
ンた

１
ビ
も
た
ち
は
■
や
頭
に
も
―
，

わ
を
付
け
、

′Ｌ
Ｉ，
―‐‐―
―，
、
職
員
、
家

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
ま

で
か
¨
を
貞

っ
由

に
し
て
、
りく
占

を
あ
‐―
て
実

い
ま
し
た

自
の
中
の
も
ち
が
曖
ひ
出

・‐，
（

ワ
ニ
ン
グ
も
あ
―，
ま
し
た
が
、
出

来
に
か

っ
た
も
ち
を
紙
皿
ヒ
箸
を

持
ち
、

■
味
‐
い́
Ｌ

美
味
し
い
」

と
笑
枷
で
食

べ
る
姿
は
と
て
も
印

象
的
で
し
た

そ
の
中
で
も
注
意
す
べ
き
点
は
、

気
配
―，
　
日
配
―，
を
し
て

，
故

の

な
い
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
で
す
　
一

最
後

に
、
漬
物
名
人
さ
ん
の
績

一

物

は

最

高

で

し

た

　

　

一
Ｔ

　

Ｚ

一

一

占
■
カ
ホ
ラ
ン
テ
′
ア
の
つ
い
一

い
」
を
直
方
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
迪
絲

協
．政
会
ヒ
の
共
――――
で
‐―ｌｌ
催
し
ま
す

こ
の
つ
し
い
は
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
障
害
児
‘
、
」出
齢
‘
、
■
ビ
も

た
ち
な
ぃ
一か
一父
流
を
九“
め
る
こ
レ

を
目
的
ヒ
ー
、́
毎
年
多
く

の
出
会

い
が
あ
―，
ま
す

現
作
活
動
中
の
人
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
興
味
の
あ
る
人
、
新
―
い́

＝
分
探
し
を
し
て
ム
ま
せ
ん
か

ぜ

ひ

Ｌ
参
加
―
て́
く
だ
さ
い

【日
　
時
】

＝
成
３
年
３
月
Ｊ
＝
一＝
一

＝
時

ヽ
１１
時
頃
ま
で

【内
容
及
び
場
所
一

午
前
―
風
船

ハ
レ
ー

直
方
西
小
学
校
体
育
館

午
後
…
交
流
会

直
方
市
稔
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【お
問
い
合
わ
せ
】

直
方
市
社
会
福
祉
協
繊
会

８
０
９
４
９

５
）３
一
２
５
５
１

●
嘔
動
●

所
在
不
明
の
高
齢
者
が
全
国

で
相
次
い
で
い
る
問
題
は
、
民

生
委
員
頼
り
の
福
祉
行
政
の
死

角
を
浮
き
彫
り
に
し
た
と
い
う

新
聞
記
事
を
目
に
し
た
。

地
域
の
見
守
り
役
で
も
あ
る

民
生
委
員
に
重
い
負
担
が
の
し

か
か
り
、
環
境
の
変
化
が
活
動

の
厳
し
さ
に
拍
車
を
か
け
て
い

フつ
。個

人
情
報
保
護
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
よ
り
も
大
事
な
命
が
、
危

険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
て
仕
方
が
な
い
。

（Ｍ
）

ポランティアのつどい開催

熱戦を繰 り広ける参加者

1昨年′)11子 ,

〓熙

一

等tヽ まくもちtつ (参力「者
豪蒸

葬
.肇

ィ市
ザ
τ
‐ｌｌｌ

い
一ヽ
“
」
―

，い
　

‘^
Ｌ
一

【相
談
日
時
】

句
月
第
４
水
曜
日

‐３
時
Ｔ
，
‐６
時

【場
　
所
】

直
力
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

一百
力
巾
山
部
６
１
６
１
１
４
５
一

【お
問
い
合
わ
せ
】

百
方
市
社
会
福
祉
協
議
会

ａ
０
９
４
９

（２
３
）
２
５
５
１

6ヽ 0()ヽ 11ヽ
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